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報告にあたって

　参考業務の必要性が叫ばれてから久しぐtt

なる演，いまだに低迷の感があります。そ

ういう中で，業務らしい姿もなかった参考

業務を実施レよう≧予定している館や，．隠

．り始め磁齪そんなこと臆借の館’

等，さまざまであり一ま” k4う。こ：とで取り

上ザる三冠ぼ・、中図書館としでめ参考業務

欄蛉から業務としての肇うしいものを見出

．す奪で¢～二品経過と，諸問趨を，1体験の内

から報告しようξするものです6この報告

ヵ篤しでも役に立つことができれば幸い萎

す6

　1970年10月に，大学図書館40館のレファ

レンス担当者，または関係者に対して参考

業務の実態調査をしたこ、とがある。その’iT

に，「あ塗たの回書館では；参考業務を館

員全員が業務として支持し∫認めています

か」≧いう設問がありました。これに対し．

て「認めている⊥としたのが22館，「認めて．

いな．U’∴わ汐・らない」とした㊧が18館であ

った・必難V蜘’な沸し’r業

務化となると不信感が漂っていたのが実情・「

「のようです。それ以来，どのように変化し

たがはわかりませんが，私が勤務する図書・

館においては，・その不信感は消え，今はほ

ぼ定着するよう匠なりました。

　この定着までの恵まれた環境条件を取り

上げると，ee一一1こ，噺図書館の設立（1969）

であり，その中にYファレγス・デ図クを

設置したことであります。セファレソス’■

デろクの設鷹こそが．参考業務確立化への

口火となったのです。第二に，なんの経験

もない私に参考業務確立の任務を与えられ・

たこ’とですbこρことは1今の私の内にも

生々しく生きていますg試行錯誤のぐり返

し㊧中でs’ようやく姿らしい杢のを見出せ

るようにならたのも，そのおかげといえま

す。

　しかし，’ここまでの道には大きな難問が

ありました6’それは，今まで姿らしい姿も

なか6た参考業務がいざ実施となると，な・

戸・なか業務として認められないとこちが多

く，その問題解決のために努力すること

が，まず肝要だったのです。　　　　　　　、
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1．参考業務の開始

　新図書館設立と同時にレ7アレソス・デ

スク，がオープンした。その仕事は，カウン

ターへ質問にぎた人のみを，レファレソズ

・デスクで処理するという，片手間的なも

のであった。レファレンス・トゥールを作

成するおげでもないし；また積極的に情報

を提供するというわけでもなかった。すな

わちその当時あ参考業務の位置付けは，閲

覧業務の中で起ってくる質問をレファレソ

ぢ・デスクにおいて単に処理す為という以

外の何物でもなく，閲覧業務のさなかで聞

かれたことをその場で処理していた今まで

のやり方に，tつの机がふえたというだけ

であった。しかし，その机こそが参考業務

発展の原動力となったことは意i義あること

と言わなければならない。

　参考業務確立の任を与えられためは．図

’書館に入って，わずか半年後であった。レ

ファレンス専任（奉仕係所属）・・’…。これ、

は，、私にとらて士気あがると同時に，多く

の難問が私を包んだ。まず第一に，全く

図書館具としての経験が∫ないことでおっ・

た。参考業務を実施す6には，資料をより

多く知っていなければならないので，まず

は，資料を覚えることから出発した。図書：

館においては，時間の許す限り参考図書に

触れ，．家においては，参考図書を紹介した

本を読み，読み終るとその本をもとにし

て，，自図書館に入らているか否かをチェッ

クし，ない本で必要と思われるものはでぎ

るだけ購入するように働きかけた。当時の

：所蔵参考図垂衣は，わずか3，000冊程度，参

考資料を集めることは，重要な仕事であっ

た。．ただし，これちの仕事が，’日常業務の

中で行なわれたがとかえばそう・ではない。

　専任とはいっても，閲覧との兼務であった

　斥め・’勤務終了後に専念することが少なく

　なかった。デスクで参考図書紹介の本など

　を読んだり，参考図書架で参考書を見たり

　していると，日常業務をさぼっているよう

　に思われるのがいやであったことも，勤務

　時間を避けた原因でもあった。この当時は，

　参考業務そのものが，まだ十分に理解され

　ていない時期であったから，やむをえなか

　つたのである。やり方は，どうこうあれ，

　資料を覚えていくζとと，参考資料の収集

　は，参考業務実施にあたっての自信を少し

　ずつ与えてくれた。また当時，幽「私立大学

tt齔}書館協会東地区部会研究部」のレファレ・

　ソス研究分科会に加盟していたので，意気

　揚々とした諸先輩方の発言や理論は，大い

　に私を刺激し，仕事への五感と結びついて

　いった。

2．業務確立化へのいとぐち

雑誌，新聞記事情報の管理

　なんの経験もない私にとって，参考業務

確立化1こ伴う業務範囲の決定はまず最初の一

仕事でもあった。単なる質問処理機関でな
　じつ

く，9質問処理を初め；情報を積極的に提供

できる情報管理機能としての参考業務を考

えた。

　まず，実際に仕事をしていて不便なもの

はないか……。という自問自答の中から

考えついたのは，雑誌惰報の管理であっ

た。

　雑誌情報の管理　雑誌の利用形態には午

つの方法が回った。まず第一は，雑誌名と

記号，または（年・月・日）を請求してく・

・るもの，第二は，内容から聞いてくるも

の，たとえぽ，「司法権」に関する論文記

事を見たいとか，一またさらに細かく，要求
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r，，

　してぐるようなものである。前病め場合に

、嫁問題はないが，後者の場合に対話するこ

　とに苦慮しなければならなかbた。

　　当時，図書館の蔵書冊数6万前後，とい

　う小図書館であった。新図書館設立ととも

にレファレンス業務を開始したものの資料

．不足に悩まされるのが実状であったσした

がって。参考質問処理にあたってぽ，他心

依頼も多くなることもさることながら，自

然と雑誌論文記事に依存せざるをえなかっ

　た。．質問処理にあたって，国立国会図書館

　刊の「雑誌記事索引」・を懸命に利用’したも，

　のの，発行遅れとキュム：レイト螺積）さ

れていないがために，やはり情報検索に多

．大な時間を費やすことが少なくなか・っ・た。

　　「雑誌記事索引」の発行遅れをカバーす

　るため，、目次サービス（コンテ／ツ・シド

　ト「・サービス）を行なってみたが，複写か．

ち提供までの手数は日常業務のなかに激し

ぐくい込んだ。また傑管場所にも苦慮しな

y：ければならなかった。したがっでジやむな

　ぐこれを廃止し，社会科学を主と．した，．総：

　目ttサ三ビスにとE’．めることに：しko発行

遅れをカバーしたうえ，キ．ユムレイ下化さ

れる雑誌情報管理の方法に苦心1していた

一が，思いぎって，受入れている雑誌のう

　ち，社会科学を主とした主要な雑誌を選

び，その中から主要と思われる論文・記事

をキニド化するζと比した。

　　ところが．とこでシステム改革の問題が

：起きた。雑誌取扱は雑誌係の担当であっ・

　て，私の手元にくることはなかった。主要

論文・記事をカード化するには雑誌をみな

　ければならな炉。といって，奉仕窓口を離

t一
黷ﾄ雑誌室で行なうことは，事実上不可能・

　であった。そこでシステム変更のため，雑

誌係と交渉することになった。その結果，tt

漸着雑誌のうち，・和雑誌については・，私の

手元に一度きてから，ヂ雑誌架に配架される

こどになった。ζの日から250．誌前後の和

雑誌が私を追うことになったのである。し：

かし主要記事選択に手間どる時間は日・常業

務をおびやかすものがあったため，一部は

一勤務時間が終わってからカ’一一・．ド化す為こと唱

が常であった。この仕事が，後に述べる新

聞記事のカード化を含めて，まだまだ奉仕

係の業務として認められていない段階であ

マたために，そうせざるをえなかったので、

’ある。

　空曇ド化には，主要論支記事選択の判断一

に・相当苦しまなければならなかケたた・

め」質問傾向の分析，．カリキュラムへのag’1

察，直接的な利用者の意見拝聴といっ・た。

試行錯誤の中で収集にあtgらざるをえなか、

つた6また毎日の主要新聞記事のチェック』

とカード化はr雑誌論文記事選択のセンス’

を養うの・に好都合であった。なぜなら新聞t’t

に出た記事は，・まもなく雑誌記事に出てく

るものが多豆・からである。

　新聞情報の管理』これは，日経，朝日の』

2紙の主要記事をチェ’ bクし，カード化す

るもので，特に資料性のあるものや，問踵．tt

となっている社会問題国際問題等を；主．

として蚊噂するのである。これを始めた原・

因は二つあった。第一は，新聞を毎日読む引

か，目を通すということが，レファレンス

・ライブラリフンにとって重要なご、とであ・「

つた。しかし参考業務そめものがまだ試行

的段階であったために，朝から新閣を広げ

ている姿は他の館員の反発を買うのに好都

合であった。fしたがって，主要記事収集と

いう大義名分を立てて，毎日の業務にとりtt

入れる必要があった。第二に，出典が明ら

かでない主題質問のために多大なる時間を

費すととを，最小限におさえることであっ

た。
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　　i新聞記事は雑誌鷹報の利用度と比較する

　とかなり少ないσそのために中止しようゆ

、と．思うこと炉レぼしばあった。しかし，新

　嗣記事収集力「ド化という努力嫉．より多・

　くの社会的，国際的，学術的な情報と知識

　を蓄積することに大変有益、で昂ったしゲ実

　務の中に十分生かされできた。新聞を十分

　読める時間がある図書館ならば，．力砿ド化

　という時間の経済性を考えれば，カード化

　の必票性はないのかも知μません・しかし：

　入手不足や参考業務が充分理解されない函

　書館では，必要といえるあではないだろ「う

　　　　　ひん
　か。利用頻度は別としてデ’時々の質問の中

　で，効果を発揮しているこどは，大きな収

　獲である。

　　主要新聞記事索引力ニー・ド作成に当たり1’

　最：も悩んだことは件名のρけ方であった。

時事的騰の管理は相当難い面「 {あっ．

　た6それは情報の流れ炉あ重りにも流動的

　だから℃あるρ件名の決定には，重目新聞

　縮刷版日経新聞縮刷版⑱目次を緯み合せ

　たうえ，若干，手を加えて作成した件名表，

　をも≧にしていった。酒己列堅件名見出しOP

、下に新しいも・Qを前に置くという日付順の・

　方式をとった。力画ドの管理は特に重要な

轡除き・2輔硝志津るこζセ辞した・

　「・参考業務不信感の打破へ

　、参考業務としての雑誌論文記事および新

聞記事：のガー・ド化は1まったく新しい試み

であ逸ため・業務に熔る鰻の謙．
は／決して十分とはいえながつた。’むし

ろ・参考業務は閲覧早早の中で片手間的に

行なう．質問処理のみのでよいという考えが’

浸透して～・た実状を打破すること渾，・今後’

の業務確立に「、とつ℃　最：も重要なことで

あった。その具体的な方策として，まず第、

L一に，月，tlC一一一度，．質問処理カードを手製の

かんたんなアルバムのようなも・のに添付，

し，図書館員全員に回覧することにした。

このねらいは，比較的興味のある質問処理．

カードを回覧することによって，業務の・

PRをすることであった。このことによわ

て，新しい解決方法を提案してくれるもの・

・もいれ歳，未処理質問に対して協力してぐ

れるものも現われた6第二に，勉強会の開1

催であった。’ T一回，勤務終了後に行なう…

ものであっ・たが，予想外に多くの希望者を

得ること’ができた。テキ不トには，イノ．ッ・

ク・プテッ’ g図書館の参考業務スタッフ「ett

マニュアルを使用した輪読と討論，また，

．私の方で作成9た郷強会資料（参考業務の・

定義や範囲，そして基本的な参考文献の解』

説と事例等を・もり込ん淀もめ）の報告と討

論という形のものであった。この勉強会に

挙げる館員それぞれめ考えや意見は，，私に

とって有章義であったばかりでなく，参考「

業務の意味や必要陸を理解してもら勿とば

大変有益であっ・た。．この勉強会が参考業務

のみではなく，全部署に関して行ない相互：

『の仕事に対する理解を深めるということが。

主目的であったが，参事業務の勉強会のみ．

で残念ながう息切机てレまった．い・

レ，この勉強会に美って，．参考業務め認識

が違ってきたことは，業務の中で感じとる．

こ、とができた。

　参考業務への認識は深ま1つたものの，雑：：

誌・新聞に’ ｨける情報収集の葉務はなかな

か思うようにいかなかった。今まで図書に．「

依存しきってきた傾向があったから，雑誌

論文や新聞記事等tt新い情報の管理の必

要性を認識してもらうためにぼ，利弊老の

要求に頼らざるをえなかった。そこで，第’

ミに，主題調査による文献リストを作成し

てみることにした。まず初めに，質問の多デ

カ・つた「販売促進に関する資料」乏題して
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雑誌論文と図書を10年無さかのぼり，リズ

ト化してみた。これが予想外にピッ・トし，

続いて「日ソ漁業に関する文献資料」「北

，方領土に関する文献資料」と題して雑誌論

こ文を中心にリスト化した。これらも驚くほ

ど利用された。この文献資料提供によ．るヒ

ットで？管理老にも館員達にもこれらのよ、

・うな情報提供の必要性が認識されるように

’なった。そしてこの時期は後述の資料速報

発行の動機とな’oた時点でもあった6

　このような諸方策によって，雑誌・新聞

の情報管理を初め，参考業務としての仕事

，がよ．うやく認識されると同時に，定着化へ

乏向かうことになった。

　　力を身につけることができる。

等をあげることができる。・

　索引de　一ド作成にあたっては・）様式はも

・ちうんのごと，数多くの検討をしなければ、

なうないことがあった。，様式決定にあたっi

ては，国立国会図書館の『雑誌記事索引』

や最高裁判所のr邦文法律：雑誌記事索引』

また，日本開発銀行から出されて寝た一『産，

業経済主要雑誌記事索引』等を参考として

決定した。主要記事選択の基準には，時事

性の強さめ点から，具体的な明示ができ’な

いたあ，抽象的な表現にとどめた。たとえ・

ば，・特集記事は原則として収集すること，．

社今科学を主としで，かっ必要と思われるげ

ものを収集することなどである。

9．雑誌主要記事索引の力詠ド作成

　雑誌論文記事収集の必要性を取り上げて

みると、まず直接的効果とし1（は∴tt

　（1）新しい情報がすぐ入るので∴丁『「雑誌

・’ u剰」をヵ些でき：る9∴
、〈2）沈所蔵してい筍雑誌であるから必ず提

　　供できる。一

・姻ヒ特定め情報がキュ・ムレイ・｝されてい

　　，る。’

　働　情報量の増大に伴い，：．主題書誌の役

　　：割を持つ。

　㈲資料速報（主題書誌）の発行6

をあげることができる。また；’間接的効果

．としては，

　（1｝知識が豊富になる。

　（2）社会的，国際的に時の流れを把握で

　　きるので1新しい情報誌ソズを養うこ

　　乏ができ’る。’

　s（3｝雑誌を手がけることにより，．・雑誌そt・t

　　のものについての知識ができ；，利用者

　　サービスに役立つ。

④資料速報の編集等によって，書誌能

　件名作業の変遷＼　　「　　紙

　この索引カード作成にあたって，最も頭

を摘ま，せたことは件名作業であった。件名

いかんで利用が左右されるからである。

　①　NDCの導入

　egrtlこ試みためはNDCの導入であっ

た。配列体系はNDCO分類表に従レ・，件

名は相関索引を利用した。しかし，新語な

ど時事性の強い情報が多いために，適用す

’ることができなかった。・

　②　新聞縮刷版の目次と体系辞典の引用

・第二に国際問題や社会問題等，時事性の・

強い論文記事の件名体系にほ，朝日新聞縮

刷版の目次体系を引用し，経済・経営r，法

律等の分野には，各々の体系辞典や基本書

の体系目1次を引用して件名体系を作成し：

た。件名標目記入の形式は件名標目表を参

考にし，たとえぽ「経済二物価一消費

者物価⊥という形式をとった。ところが，
　　　　で
カード「「枚』枚に件名を付すことは，予想一

外に時間を費やさなけれぽならなかった。’

そこで，時間短縮のため，件名に記号を与・・

一一一　5



・えてみた。たとえぽ先例でいうとrK－3，　　　下を地理区分し，外国で起こるでき事はす

一一一LB」のようにである。，しかし文字を書く　　　べて国のも乏に収め，その中を主題区分ナ

時間：は短縮できたものの効果のあるもので　　　1る市法をとったbたとえばア．メリカという

はなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　掴名の下に，「政治」’・「外交」　「経済」とい

　③件名見出しの下に投入する：方法1　　　　う形式である。外交関係に関しては，世界．

　ヵードー枚一枚に記号を付すことを廃止　　　情勢同様に地理区分をし，弓本と関係のあ

し，件名見出しの下にデーターの新しい順　　　る国9）もとにすべて収めた。法律：関係に関：

に投入れる方式をとってみた。たとえば先　　　しては，学生が，日常使用：している・r六法

例の物価に関するものであれば，吻価とい　　　全書』〈有斐閣）の体系且次を引用し，　「判占

う見出しの下に消費老物価も卸売物価も・　　　例」という項目に嫉，「判例」項「目を立て，

物価一般論も，新しいデータ順（日付順）・・　　そめ下に億r六法全書』の体系．目次を引用し

’にファイルしたのである。そして，物価関　　　た。経済に関しては凍洋経済新報社のr体

心のカードが多くなれば，さらに小忌目見　　　系経済学辞典』を，経営学に関しては，ダ

出しをつけていく方法をとった・たとえば　　　イヤモソド社の「体系経営学辞典」の各々

．「消費老物価」という見出しである・　　　　　　の体系目次を引用した。1また会計簿記学に

　④，ふたたびNDCの導入　　　　　　関しては，墓本書の体系藻塩を引用した。
　新聞縮刷版の目次蓄よび体系辞典と基本　　　　、これらゐ件名によるカ「ド樟索にあたっ・

、：曹ﾉよる件名体系（件名表）は・予想以上　　　ては，、使いやすいx・という利用者の声が：

に利用者に受けたものの，館員からは批判　　　多く聞かれた。特に…r六法全書』の引用は

、される甲があった・］IJDCtlq慣れてV｝るた　　　好評であった。・なお判例における事件名に

あ，このように件名体系が違っていては検　　　ついては，事件名索引をつけて利用の便に

訂しずらいということであった。利用者に『 @　供した。特に豪きな事件や社会問題・また

も引きやすく・『かつ・館員にとつ一ζも引き’　　　最：近問題になっている学術問題など：には

やすいもの，しかも，情報が，スムニズに　　　　「赤字g見出しをっけ，それに関連する論，

・ファゴルできるという三面を満足させるよ、　　文記事はすべて「赤字」の下に収めた。た．

うな方法を考えなければならなかった。館　　　とえば，「公害」に関するものであれば，’

員の意見を拝聴するとrNDCめ導不はで　　　法律無題経済問題技術問題生物問題

きないか」ということであった。そこでN　　　を問わずf公害」という赤字見出しの下に

pρ〈100区分〉までは取り入れる’ことに　　　収め，．その中をさらに，主題区分するとい・

、し，t件名体系を再編成することにした。　　　　　う方法である。主題が2つ以上に及んだ

　⑤件名体系の確立　　　　　 り，また他の主題と参参照を必要とする場，
’：

P　ND．C＜100＞区分をもとに件名体系の　　　合には，参照カードを作成した。

アウ、トライソを作成し，細部にわたって

はP’ ﾆ自の件名を組んだ。重ず主要なもの　　　　’雑誌記事収集からすでに5年，いつの間i

．をあげると，社会問題については，・朝日新　　　にか情報もかなりの量に達し，直接カード

聞縮刷版の社会の項を引用し，1必要に応じ　　　を引く利用者の姿も多くなうた。現在，こ

て独自性を持たせた。国際問題について　　　の索引カードという膏家製トゥールは，．参
は，’ u世界晴事」という項目をつけ，その　　　考業務に次かせないものとなっている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　剛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一　6　一一



4．資料速報の発行

　先述したように参考業務確立化への試行

め段階で行なわれた，主題調査による文献

リストが，時事の流れに乗ったとともあっ

て予想外に，ヒットした’ Bこのことが今まで

に抱いていた参考業務の不信感を除去する

’ことに役立っとともに資料速報作成への口

火となったのである。いわば資料速報の前1

身どもいえるものであるb

　主題調査による文献リストの必要性が館

内・外から要求されるようになったが，今

まで文献リストが勤務時越後に作成されて

いただけに，日常業務としてすぐ実行とい

うわけにはいかなかった。なぜなら，文献

調査には多大な時間を必要とするからであ

る。ところが，’1969年度から行なっていた・

雑誌論文記事のカード化がいくぶん集積化

され，特定主題たおいては，主題書誌の役

噛割を持つようになっていた。そヒで，i当時

社会的にも学術的にも世論を騒がせていた

「司法権問題⊥を取りあげてみるととにし

た6まず下司法県警に下する最：近ゐ資料」

と題してゴ特集を組むことになった。内容

は，賢聖記事ガードをもとにして作成した

「年表」「と雑誌論文記事からなる文献リス

’トであったρ

　この刊行にあたって，たいへん恵まれた

ことは費用の予算化がなされたことであ

る。発行部数は11，000部，そのほとんど

は，学生と教員に無料配布されるd現在年．

2回の計画で刊行され，その予算は約i3万

円であり，申容も20ページ前後からなって

、いる。編集は奉仕係全員が担当している。

　資料速報発行に対しての評価は，予想以

上に高く，寄贈依頼の手紙の増加，また礼’

状の中には強い激励の言葉があρて，その

必要性をますます深めざるをえなかった。，

　既刊「資料速報」，一覧

　No．1、「特集：司法独立に関する最近の

　　　　資料」　〔，71．6．15〕

　No．2　「特集：円の切上げと国際通貨に

　　　　関する最近の資料」　〔’71．11．20〕

　No。3　「特集：・中国一中国問題に関する

　　　　雑誌言己事」　　　〔’72．11．20〕

　　　　「特集：沖縄一沖縄に関する図書

　　　　文献リスト」　〔，72．11．20〕

　No．4　「特集：続・円の切上げと国際通

　　　　貨に関す『る最近の資料」　〔’73・一6．　・

　　　　20）

　No．5「特集」

1
。
∬
皿

労働問題に関する最近の資料’

社会福祉に関する最近の資料

黒土開発に関する最：近の資料

　　　　　　．　（’73．　12．　20）

5．　参考業務の種類

　今まで，参考業務開始から，業務確立ま．

1でる諸問題そして，主要な参考業務に関

する作業上の問題点を取り上げてきたが，

その他の参考業務にもそれぞれの発生の意

義と歴史があるが，そこまで述べることが，

できないので，ここでは参考業務の種類の

みを紹介しておきたいと’思います6

1　日常業務

　1．参考質問の処理・2．参考統計　3．、

　参考質問処理票および処理ガードの作成

　4．雑誌主要論文記事索引カードの作成

　5．新聞主要記事索引カード．の作成　6・・

　レファレンス用雑誌のチェックと保管』

　7．参考図書の管理　8．参考図書の選

　択，9・参考図書力“’ド目録の作成

　10．書誌の書誌作成　11．相互協力

　12．　アジア欄係図書カード目録．13．

7



　本学教官著作諦文カード目録

ll定期業務

　1・資料速報の発行　2．本学紀要著者

　名h．一一ド目録・3，．tt図書館便り

．皿　不定期業務

　lt艦総目次の提供・　2・主題調査、

　．3・その他

　現在ではこのうち1の12，13に参考業務

から離れ別の係または室で行なおれ，10

．は，ある大学図書館で立派なトゥールがで

．きあがうているので，その図書館を利用さ

璋ていただぐと．V・うこ，とで廃止している。

6．・私の考える参考業務

　組織化について

　業務の確立化炉5年目にしてようやく姿

らしい姿をみるようになったが，それは決

して根がはえたものではな灯むしろ常に

危険な倖置たあるζy・わなければならな

い。なぜなら業務そのものがまだ片手間的

”．’hZE’あり，組織性に欠けるかちである。すな

わち，資料の収集や流れという面では三韓

三組織化され為ようになったものの，図書

館組識内定着という面から考える，と木十分’

、と思iPれる。日本の大学図書館の中でそれ馳

がp’ }書館組織に根をおろして実施されて「

L’ 奄奄T：ところはまれであろう。

　参考業務が図書館サービスの一要素であ

ることを認識レながらも，なかなか実行で

きないのは状がいればやった方カミいいNN

、ζ　V．・う段階でしか考えられていないが故で

はなかろ5か。したがって，人手不足とい

う斉館の現状⑱中での参考業務の実施はか

，なρ嗣難なものである。実施しているとし’

’ても，．図書館全体のサ・一，，e“ス機能として組

，織的に行塗われるのではなく，．むしろ，

’“・

Hけ準レ、的に実施されている館が多い

　のではないだろうか。し準がって，つけた

　し的に置かれたデスクならば，人手不足に

追われ始めると，たちまちそのデスクは別

な身命に移動されるか・空席たなるゆのご、

ちらかである。．

　，組織酌に行なうということがデ津レてレ

　ファレソスルームやデ不クをもうけたりし

で行なうということを意味tない。ルーム

　　　　ズ・やデスクがなくても，参考業務という一サ嘱

ゼス機能が存在していればよいのである。

だとえば，奉仕部門が参考業務を担当レて

もな婚もおかしくはない。奉仕係全員がレ

7アレンサーであってL’・V・はずである。し

・かし，それには物國書館組織の中の奉仕部

門として参考業務が組織的に運営されなけ

・ればならない。

　それでは，組織的とばなんであろうか。’

．たとえば∫新聞記事のカード化について考

，えてみると，新聞を読む・こ．とによって，社

会的，国際的な動向を把握したり，また出

版物等の動きをξ、らえたり，・その得るとζ

ろは多いはずである。そしてこれが情報セ・

ソスを生み，資料ゐ選択・書誌サービスの’

・企画3あ寒いは質問の処．理に拳たって重要

であることは先に述べたとおりであ観そ

れゆえに，・参考業務担当者にと．っては朝の

第一の仕事となってくるのである。，この新

聞を読むということが業務化されているか

否かによって，大変な違いが起きてくる。

業務化されていなくても，熱心な参考業務，

担当者は朝早く起き’そ自宅でその分をおえ

てくるであろう6しかしそうで強い担当者’

は，その必要性すら認識しないかも知れな

い。利用者サービスにあたらて，．担当者が

雨蓋な知識をうるにこしたことにないはず

である。いくつかの図書館では，・新聞通読

を完全なる業務としているのはζのような

理由によるものであろう。業務化というこ

8
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　　、とは」図書館組織の中に組み入れることで

㍍獄乏謡鑑陰総驚
，：ち組識化は業務の連続性を持っており，決

　　して片手間的とはならないのである。、

　　　さらに・先述し灘誌の榊の変更とい・’

　　うシステム改革も，組織化の一つであろう1。

∫繋累器轟鴬諜齢し奪

　もその連続性を確保できるはずである。

　　以上の2っの例は参考業務周辺の小さな’

磁化鱗る力撮も大切なごζは・

　　　　ヒ綴錦→受入（ln　put）
蛛f

　　　　　　　　　利用者の要求←提供
　　　　　　　　　　　　　　　　（bμtP耳t）

　とい1う図書館業務の流れの中でNN利用者の

　営めにxNとVlう思考で組織化され1次い℃

　業務の細部にわたって組織化がなされなけ

　．’rればならないのである。またその他に1館

　員の研修・増々・．資料の組織化・マニュア・

　ルの作球等もあげられると思う・。「・

参考六十生∴「F畳、．，．

　、：参考業務あ発生ぽ∴図書館あ古い時代に

、すでに膨燃ずである6そ赫な海い
う名称で論れてい庵か蜘らな）・が，回り

者援助のようなことは必ず行なおれていた』，

　であろう。利用者にとつ℃1文献の少ない

　ときは，、それぽど資料探しに苦労しなから

　たであろう’・，しかし，．文献量の増大に伴　　1

も～’鹸索システムが灘敵つたため自分

’の力だけでは要求する資料が出てこない場

合が起るよう』になり，手助けどしてのレフ

　ァレソス業務のよちなものが自然発生的に　〕

起こ』てきたとい焔のである．また近年．

　では，情報公害と、・われるように相当膨大

な情報が氾濫しており，各館で資料のほと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　9

　　んどをそろえるζとはとうてい不可能であr「

霜蕪二戸灘罪顯劇烈欝

　　いくという相互協力の必要性が生まれ，ζ

　　れを担当する仲介入（参考業務担当者）が「

「　必要となってきたのである。また，文化の

　　発展により，要求される情報は高度化し，

蒙聴納誘離極細驚璽1
’．こと魁レ7アレソサ薄任e・・う以テ、

　、ムが生まれることになったのである。．

　　　Fρような観点から考察すると，参考業、

華華こ欝翻撫し寒慧鑓霧

　えてよLkのではないだろうか。‘その意味で

　・図書館がサーぜス体としての機能を†分に

　発揮しようと思うならば，、今日でいう，参

　考業務たるものを行ならてしかるべきであ

　る。したが6て，それがわかっていてやら、

　ないとするならば，そこには図書館のサー一・・一

　ビス機能に怠慢さヵ㍉見いだされるあであ

　る。い．ぐらよい：資料を入れても，いぐらす

搬題画ご畿』：型騰讐莚1

　嫁単なる♪図書の館、以外の何物でもないr、

　も4）になってしまうだろう。資料をいかに』T

　有働に利用者にくはき出す〉かというζ1ど．

が・図書餌の存在価値とするならば｝・参音

ト業務実施をなんらかρ形で実行しなければ・

　その責務をはたすことはできないといらて　’

　よいだろう。：参考業務という言葉がいやな

　ち，晴報サr「ビスという言葉を使ってもよ

　いだろう6繰り返すが，要するに機能とし

　て持っているかどうかということであるlo

　単に機能とはいうても各館の事情に応じた

　サ琶ビネ体としての機能を考え，シ久テム

　作りに精準しなければならないだろう。

　　　　　　　　　　1



　今以外に実行の時はない

　参考業務を実施するには，なにがなくて

もすぐ実行することではな㌧・だろうか。最

初は小さくてもよい。凶日の内でほんの少

「℃でもよい，まず実行することではないだ

ろうか。．よく楽蔵書が少ないから、とか

　、レファレンスをやれるよう’な人材がいな

V・がらNNという声巻聞きますが1それでは

どれだげの蔵書が集まればできるのか，ε・

んなナばらしい人がきたら可能なのか，蔵

書がなければないなりに行なえば良いと思

うのです。・そのために相互協力もあるので．

す。少しずつでも参考図書等のコレクショ

ゾをふやしていけば5年先，10年忌にはな・

んらかの形があちわれてくるのでばないで

しょぢか。また，有能な人材ボいないか：ら

ではなく，有能な人材に育て宅いけばよい
　　　　　　　　　　ちゅうちょ
ではないでしょうか。・躊躇する時間があれ

ばすぐ実行することが大切ではないでしょ

　うか。

　　禅に「平常心回道」」という“さどり、の

言葉があり奪すが；これは心の不安をなく

すには，曝すること、、なすことボこそが

真理の道であるという意味であります。お

　いしいダソゴをもらうて後から食べようと・

思っていでも，その間にネズミにかじら

れ，結局口の中に入らないかも知れませ

　ん。ダソブをとられはしないかと心配する

　よりも，すぐ食べることが心配を消すこと

．であります。、またこれがさ’とりでありま

す。したが∋て，参考業務においてもすぐ

実行に移すζとが肝要であると思います。

　・よく，十分な目録知識を持たない者をレ

　フナレンサ副にすることはできないという、

　考えを持つ方もありますが，これは入団豊

富な図書館に言えることでIV　bても，小・、

，中図書館等の人材不足のところでは，いつ

までたっても業務を開始することはできま

せん。目録知識がなければ，その本足分を

マスターするよう努力しながら業務に精進

すれぽよいと思います。私自身の経験の例

℃申しますと，資料速報という書誌作業や

雑誌記事索引カードの作成を初あ，数種の

嘗家製トゥーノレ作成と，・二次文献利用によ

る参考質問の処理という仕事を通して自然

に書誌知識を体得したわけです。将来を目

標として育てる意味で，すぐに開始するこ

とが大切ではないでしょうか。

　関西のレファレンス論に思う

　参考業務の考え方は，各館事情によって

異なるごとはもちろんのごとですが，基本

ともいうべき原点においても，各自の考え

方が相当異なるものがあります。こりこと

は，参考業務の概念が曖昧であって，まだ

試行錯誤の段階であることを意味している

乏思います。考え方が相異する例を：一・つ敢1

り上げてみると，関東と関西でも相当な違

いがみられます。’r図書館雑誌』（66巻1

号）〔，72．1月〕’r〈座談会〉大学図書館に

おけるレファレソズ・サー一一　E’スめ開発をあ

ざして」と題した報告と，『図書館界』（23

巻5号）〔’72」1月〕「大学図書館における

レファレンス」〈座談会〉」を読んでみる．

とそれがよくわかります。関東でのレファ

レンス・サービスのとらえ方は，業務が猿

立できるものとして考えられています。す

なわち，貸出業務等と同様にサービ冬機i能

．の一要素として独立できるものと考えてい

るわけです』その意味あってか，最近で、

は，参考ルームやデスク等をもっている図1

書館が多くなりっっあります。ζれに対し

て関西では貸出の延長線上でレファレソ入

をとらえています。すなわち貸出を伸ばす

といづ手段としてどらえられており，参考

　L
一一一・ @1・，O　’一

／



室やデス・秘票とし応考紡も生．じて

　くるのであります。

　　個人的に，レファレンスの位置をとらえ

　てタますと，レファレンスを貸出延長とし

　てとらえる考え方に対しては納得できない

　1面が多くあります6確かに，多くの利用者

　は，，図書館資料の利用方法を知らない。そ

　れを指導することで，貸出しも増加される

　であろうし，』利用者にとっては図書館利用．

　という権利を回復することも事実でありま、

　す。カウソダ「にすわって，単に受身的に

　利用者を待つよりも，カウンターを越え

，て謂撒索鱒や助言聾えること． r，

　サービスにとって重要な面であります。し

　かし，これは，利用者に対して上手に図書

　館を利用させる方法を教えるという，図書

　館が持つ教育的側面で，レファレンス業務

　としてとらえることには問題があると思い

　ます・現代日本の教育では，図書館学教育

ができていません6』硫がって，大学生に・t

　なつ．ても，手とO，足とり莉用方法を教えな

ζて撚りませんか5，－ }譜が，かわ？
．て機飾るζとに鱒しtSOれ麟ちな・r．

：礎靭ます・もし・1ζれらρ手勢財

鷲鉛粉ら魍嫉ればダレラァレソ
弊宅購鮮鯖群動うち1，こパいつ

贋驚隊づr聯隊津麿
　一図書餌におげるレアァレγス発隼の原点

聯軽し緯う・に，第「に資料CDttl大にと

　もなう資料の複雑化であります。そのため

に資料検索Qデクニッ．クを必要とされ，レ

．7・アレシスの専門性というのも，ある意味・　．

で嬬、このテク＝ックの熟達をもって，論

議されてきたと思われます。第二に，文化：

の発展とともに，高度に専門的な質問が多’

、くなってきたことであります。この傾向に

よP・テクニシャンとしての豊富な経験と

　専門知識の必要に迫まちれたために，専門

性の問題が，論議されるようになったと思．

、われます。さらに；大学図書館におけるレ・

ファレソスサ詑スには・当勲がら，研

究者をも対象としなければならないはずで

　す6また，学生達の中には，国家試験を目tttt．

　ざす者も多いはずです。これらの利用老に

対処するためには，特定主題に専門知識を身

　もった人が必票にならてきます。’？こに存

能なレファレンス・・ライブラリアンの必要

性が認識されるようになってきたと思わ才レ．「「

るのです。国家試験については，大学の先

生たちに指導してもらうべきであって，図

書館廊やる範囲ではないのではなし、かと

’いう方もいます。しかし特に私立大学のよ’

うなマスプ轍育℃は，単緯籾切糠，
い面があるのではないでしまうか。また，・・

先生方は自己の研究分野には強いけれど

も・燃糠鱗翻然なると，繁芙’

同様であるζ．とは，実務を経験されている、

駕・よくζ承知9はずと思われます．・pa・’，・．

書館が国家試験等の文献指導をそのレ7ア、・

レソス⑱範囲ではないとするならば，嶺己一’

の知識不二を隠すための逃避現象としかと

．らえられないのではないでし＊一 ､か。セフ

ァレソろが文献指導あるいは資料の提供と

いう機能をもとにして実施される以上は，

高度な文献指導まで引き延ばすはずであり’

ます。大学図書館での読書相談とはそうい

うものなのではないでしょうか6

　私は学生達とよく話す機会を持つことに

しています・そして，図書館について討論

することがよくあります。そしてよく聞く

ζとは「図書館の人に専門酌なことを聞い

てもわか5一ないから」とい与人が多いので

す。そして，一度目ファセンスサービスを

受けた経論遍者は「も死充実さreて

ほしい⊥という声を耳にします。’よく「う

一一
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：』ちの図書館では，撞レ・ぜいあっても々・んた

んな所蔵調査程度であって，むずかしい三

冠酌な質問がありま娃んのでレファレンス

t　t／は行ならておpません」どヤ・うことを聞く

ことがありま，すが，・もう少し利用老意識を

と、ら焔べきで幽いでレ訪か・

　日本の図書館の社会的地位ほ低く，ま

允，図書館員の地位演低いのも，十分利用

者と密着しない面炉昂るからではないでし

ょうか。利用老にとって，図書館はぜひ必

要であり，価値を得る素晴らしい場所であ

．るという認識が浸透することによって図書

館の社会的地位が高まるのではないでしょ

うかb

　図書館の資料は商品であって，その商品、

撫供によって得る価値が図書館の利？閂す’

なわち，1信用ではないでしょ，うか。そのた

めには，高度な情報サービスが要求されて

しかるべきだと思います6したがって，有

能なライブラリアンを置くことによってそ「

の図書館目標の＝面を達しようとするので

・あっ：て・そのためにルームが作られザデ子

クが設けられることになったのではないで、

しょうか。’ ｷなわち，利用者中心的に考え

るとき，文献指導をはじめ，より早く適確

に情報を提供することに努あなければなら

ないはずです。そのためには資料の組織化

臆もちろんのこと，自家製ト’ウールの作成

や相互協力の必要性も，当然論じられ実行

されねばならないはずです。そζに組織酌

な参考業務実施の必要性が見いだされるの

であります。

　貸出業務の延長線上でとらえるとすれ

ば，そのサービスの範囲はきわap．て云いも

のとなります。歴史的にとらえるごとは大

切でありますが歴史は進歩してゆくもので

す。未来り姿を認識してレファトレソスの浸

り方をとらえるべきではないでしょうか。，

　近年，情報の形態も複雑化されて，図書

館が図書の倉庫的であったもめが，今では

マイクロフィルムやテープ等，多くの視聴

覚資料を持つ資料館になり，サービス形態

も情報センターのような役割を持つように

なってきました。したがって；貸出のでき

ない資料も多くなり，また」情報化時代の

名のとおり，図書そのものよりも，その中’

の，部の情報を必要とする場合がたいへん

多くなってきて嗣ります。そのための複穿

サービスも充実のr途をたどっており，ま

た参考質問にも変化があらわれている庶ず

です。したがって，とのような流れのなか

で，参考業務のあり方も考えられなければ

ならないのであって，貸出の延長としての

とらえ方は，歴史的には正しい面があった

としても，現在の流れと，将来の発展を願

うというめ面から考えるとき，問題があう

のではないでし・＊うか。

　　　　　　（もうり・’かずびろ

　　　　　　　　亜細亜大学図書館司書）

　亜細亜大学図書館概要

　　　　　　　「新館設立当時（1969）

r蔵総数
参考図書冊数　　’　〕

　館員tw　．（館長以下）

奉仕僚（うちジ1人セファレンス係）

ツプアレンスデ不動，

60，000冊

3，　ooO冊

　　ユ6名

　　4名
　　　
　　なし
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現在く1974）

　142，0QO冊

　　』7，020冊『’

　　　　26名．

　　　　同

　　　　あり




